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2023年度一般選抜前期Ａ日程（1月24日実施）

日 本 史 問 題
（ 1ページ〜16ページ）
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　 　　次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　水稲耕作を中心とした農耕社会の発展にともない、北海道や南西諸島を除く日
⑴
本列島の各地

では小国が生まれ、さらには小国同士の統合が進み、３世紀後半には近畿地方を中心とするヤ

マト政権が成立した。７世紀半ば以降になると、ヤマト政権の中心的存在であった大王（天皇）

の権力が強まるとともに、中央集権的な国家体制への転換が進み、それにともない７
⑵
世紀末か

ら ９世紀にかけて、本格的な都が次々と造営された。平城京に遷都した A 天皇の時代に

は和同開珎が鋳造され、貨幣の流通も図られた。律令国家の行政は文書を介しておこなわれた

ため、官人らは日常的に文書に親しむことになったが、こうしたなかから､ 天
⑶
皇や皇族･貴族

らの間でさまざまな文芸も生まれることになった。９世紀に入ると、貴
⑷
族の中でもとりわけ藤

原北家が台頭し、摂政・関白をはじめ、朝廷の要職の多くを占めるに至ったが、11世紀末から

12世紀にかけて、政治の実権は治天の君としての上皇へ移ることになった。上
⑸
皇は近臣や警護

役などに中下級貴族や武家の棟梁らを採用したが、武家の棟梁である桓武平氏と清和源氏は、次

第に対立していくこととなった。

　12世紀後半に源平争乱が起こると、反平氏の立場をとった諸寺院は平家方の攻撃により大き

な被害を受けたが、その復興の過程で興福寺の B のような、写実性に富んだ新たな彫像

や仏像が多く作られた。争乱を契機に発足した鎌倉幕府は、当初は征夷大将軍の源頼朝が実権

を握っていたが、頼朝死後は北
⑹
条氏ら有力御家人を中心に運営され、そのための役職が整えら

れていった。また、承久の乱以後、畿内・西国に多くの地頭が設置されると、地
⑺
頭による荘園

の侵略や非法行為が増加した。

　13世紀半ば以降、権勢を強めた北条氏一門や御内人が幕政を主導したが、14世紀前半、鎌倉

幕府は不満を抱いた御家人らによって滅ぼされた。これを受け、後醍醐天皇による建武の新政

が始まったが、武士らの不満の解消には至らず、朝廷が北朝と南朝に分裂することとなり、後

に室町幕府と称される新たな武家政権が成立した。北朝を擁する ３代将軍足
⑻
利義満の時代には

将軍権力が強化されていったが、時代が下ると、京
⑼
都の将軍と地方機関が対立することもあった。

　鎌
⑽
倉時代から室町時代にかけて、農業や商工業が発達した。また、鎌倉・室町両幕府ともに

臨済宗をはじめとする禅宗を保護したため、文
⑾
化の面においては、さまざまな分野で禅宗の影

響がみられるようになった。

Ⅰ
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問 1　　　　 線 ⑴ に関連して、日本列島における国家の成立と発展に関わる出来事を、年代

の早い順に並べた場合、３ 番目に当たるものを選び、番号をマークしなさい。 ア

①　中国の皇帝から倭国の女王卑弥呼に「親魏倭王」の称号が与えられた。

②　倭国王帥升らが中国の皇帝に生口を献上した。

③　倭国が百済や加耶とむすんで、好太王率いる高句麗と戦った。

④　倭国王武が中国の皇帝に使者を送った。

⑤　中国の皇帝から倭の奴国の王に印綬が与えられた。

問 ２　　　　 線 ⑵ に関連して、古代の宮や都城について述べた文として、最も適当なものを、

次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 イ

①　中大兄皇子（天智天皇）は、白村江の敗戦後、難波宮から飛鳥へ、次いで近江大津京

に遷都した。

②　墾田永年私財法は平城京で、大仏造立の詔は恭仁京で出された。

③　平安京の造営に対する一部の貴族層の反発から、 藤原種継の暗殺事件が起こった。

④　平城太上天皇は嵯峨天皇と対立し、平城京への再遷都を企てた。

問 ３　空欄 A に入る語として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマーク

しなさい。 ウ

①　持統　　　②　元明　　　③　文武　　　④　元正　　　⑤　天武

問 ４　　　　 線 ⑶ に関連して、奈良時代に編纂された漢詩文集として、最も適当なものを、次

の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 エ

①　『性霊集』　　　②　『菅家文草』　　　③　『凌雲集』　　　④　『梁塵秘抄』

⑤　『懐風藻』

問 ５　　　　 線 ⑷ に関連して述べた文として、最も不適当なものを、次の中から １ つ選び、番

号をマークしなさい。 オ

①　藤原良房は、承和の変で橘逸勢や伴健岑を排除し、他氏族の勢力を後退させた。

②　藤原基経は光孝天皇を擁立し、天皇から関白に任じられた。

③　藤原忠平が摂政・関白をつとめた時期は、後世「延喜・天暦の治」と讃えられた。

④　10世紀の末には、兼通と兼家、道長と伊周など、摂関の地位をめぐり北家の中で激し

い対立が起こった。



−　−4

問 ６　　　　 線 ⑸ に関連して、院庁の警護役を意味する役職として、最も適当なものを、次

の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 カ

①　北面の武士　　　②　押領使　　　③　滝口の武者　　　④　検非違使

⑤　追捕使

問 ７　空欄 B に入る語として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマーク

しなさい。 キ

①　重源上人像　　　②　南大門金剛力士像　　　③　無著・世親像

④　上杉重房像　　　⑤　空也上人像

問 ８　　　　 線 ⑹ に関連して、鎌倉幕府における役職について述べた文として、最も適当な

ものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 ク

①　連署とは執権を補佐する役職であり、北条時政がその初代をつとめた。

②　評定衆は、朝廷の院評定衆の制度にならって設置された。

③　連署や評定衆、六波羅探題は、北条氏一門からのみ選ばれた。

④　引付衆は、御家人らの所領に関する訴訟の審理を担当した。

問 ９　　　　 線 ⑺ に関連して、次の史料は、地頭の非法行為に関するものである。この史料

について述べた文として、最も適当なものを、下の選択肢の中から １ つ選び、番号をマー

クしなさい。 ケ

　阿
あ

テ河
がわ

ノ上村百姓ラツ
（ 謹 ）

ヽシ
（ン脱落）

テ言上

一　ヲ
（ 御 材 木 ）

ンサイモクノコト、アルイワチ
（ 地 頭 ）

トウノキ
（ 京 上 ）

ヤウシヤウ、アルイワチ
（ 近 夫 ）

カフトマ
（ 申 ）

ウシ、

カクノコトクノ人フ
（夫）

ヲ、チ
（ 地 頭 ）

トウノカタエせ
（ 責 使 ）

メツカワレ候ヘハ、ヲ
（テ）

マヒマ候ワス候。

ソノヽ
（ 残 ）

コリ、ワツカニモ
（ 洩 ）

レノコリテ候人フ
（夫）

ヲ、サイモクノヤ
（ 山 出 ）

マイタシエ、イ
（ 出 立 ）

テタテ候

エハ、テ
（ 逃 亡 ）

ウマウノア
（ 跡 ）

トノム
（ 麦 ）

キマ
（蒔）

ケト候テ、ヲ
（ 追 戻 ）

イモトシ候イヌ。（以下略）

 （高野山文書）

①　地頭は、百姓が近夫や京上の役を勤めることを禁止している。

②　地頭は、わずかに残った人夫を材木の伐り出しに向かわせた。

③　百姓らは、荘園領主に納める材木を用意する余裕がないと説明している。

④　地頭は、逃亡しようとした百姓を追い戻して麦作を強制した。
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問10　　　　 線 ⑻ に関連して、足利義満が実権を掌握していた時期の政策や出来事について

述べた文として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 

 コ

①　京中に花の御所（室町殿）を、郊外に東山山荘（東山殿）とよばれる御所を造営した。

②　足利直義との抗争が激化し、観応の擾乱に発展した。

③　南朝の後亀山天皇を説得し、北朝の後小松天皇への譲位を実現した。

④　朝鮮軍が倭寇の根拠地と考えた対馬を襲撃する応永の外寇が起こった。

問11　　　　 線 ⑼ に関連して、室町幕府の制度や地方政治について述べた文として、最も不

適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 サ

①　政所は将軍家の家政・財政を司るとともに、刑事裁判を担当した。

②　地方の有力武士や守護の一族が奉公衆に編成され、将軍直轄軍を構成した。

③　鎌倉府の長官である鎌倉公方は、足利基氏とその子孫が任命された。

④　関東管領をつとめた上杉氏は、のちに山内上杉氏と扇谷上杉氏に分裂した。

問1２　　　　 線 ⑽ に関連して、次の絵図は『一遍上人絵伝』に描かれた備前国福岡市の場面

である。この絵図について述べた文として、最も不適当なものを、下の中から １ つ選び、番

号をマークしなさい。 シ

①　備前国福岡市は、現在の岡山県内に所在した。

②　市には、男女を問わず多くの人々が訪れている。

③　市では、常設の小売店（見世棚）が設けられ、売買がおこなわれている。

④　絵図の左下角に描かれた一遍は、念仏札や踊念仏によって布教をおこなった。
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問1３　　　　 線 ⑾ に関連して、鎌倉・室町文化において禅宗の影響を受けたものとして、最

も不適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 ス

①　書院造　　　②　侘茶　　　③　水墨画　　　④　曼荼羅　　　⑤　枯山水
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　 　　次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。 

　豊臣秀吉は南蛮貿易の利益に注目し、当初はキリスト教の布教を認めていた。しかし、九州

平定の際、秀吉は博多で宣教師の追放を命じ、キ
⑴
リスト教の活動を制限するとともに、その翌

年には海賊取締令を発して貿易秩序の安定をはかった。国内統一事業を進める間に、秀吉は大

坂や伏
⑵
見に豪勢な城を築き、また洛中に聚楽第を設けて権勢を示した。

　関ヶ原の戦いに勝利した徳川家康は、天下人として覇権を握り、1603年、江戸幕府を開いた。

幕府は、諸大名に忠誠を誓わせ、彼らに知行地を配分するとともに、統制に服さなかったり、法

令に違反した大
⑶
名を厳しく処分した。歴

⑷
代の将軍は原則として代替わりごとに武家諸法度を発

し、大名統制につとめた。３代将軍徳川家光の頃には幕府機構の整備が進み、老中や三
⑸
奉行を

中心に幕政が執りおこなわれた。

　家光が死去したあと、幕府転覆計画が発覚するなど政情不安が生じた。幕府は幼少の ４代将

軍徳川家綱を、会津藩主の A らが支える集団指導体制をとり、牢
⑹
人の増加に対処するな

どの施策を講じた。家綱の死去により、館林藩主であった弟の綱吉が ５代将軍に就任した。綱

吉は礼儀による秩序を重んじ、人々の日常生活に道徳心を求め、身分秩序の頂点に位置する将

軍の権威を高めようとした。このため、儒学を重んじ、湯島聖堂の竣工にあわせ儒学者林鳳岡

（信篤）が B に登用された。他方、東大寺再建や朝廷との協調政策の結果、出費がかさん

だため、財政状態の悪化に対応して貨
⑺
幣政策を変更するなどの対応を余儀なくされた。

　幕藩体制の確立と併行して、経済活動が活発化した。全国に流通網がひろがり、城下町、港

町、宿場町などの都市が各地で発展するなか、三
⑻
都とよばれる幕府の直轄都市が大きな市場を

形成し、繁栄した。三都を中心にみずからの才覚で成長する商人もあらわれた。問屋・仲買・

小売の分業が成立し、商
⑼
人は仲間をつくって営業上の利益を確保しようとした。

　11代将軍徳川家斉の治政末期には、大規模な飢饉を契機に一揆が多発し、大坂では幕府を震

撼させる騒擾事件が発生した。日本をとりまく国際情勢も大きく変化し、外国船による通商要

求に加え、イギリスと清国の戦争が幕府に衝撃を与えた。これらの事件を背景に、 Ｃ の

徳川斉昭は内憂外患を幕府関係者に訴えた。それからほどなくしてペリーが来日し、日本は

老
⑽
中阿部正弘のもとで開国に向かい、幕府の政治・外交は大きな転換期を迎えることになる。

Ⅱ
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問 1　　　　 線 ⑴ に関連して、歴代の政権がキリスト教やキリスト教徒に対しておこなった

こととして、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 ア

①　豊臣秀吉は絵踏の制を徹底し、宗門改めを強化した。

②　徳川家光は全国的な禁教令を発し、キリスト教徒の国外追放をはじめて実施した。

③　徳川家綱は島原の乱の際、原城跡で抵抗するキリシタン農民を鎮圧した。

④　明治新政府は五榜の掲示をかかげて、キリスト教を禁止した。

問 ２　　　　 線 ⑵ に関連して、伏見城の遺構とされる建築物として、最も適当なものを、次

の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 イ

①　都久夫須麻神社本殿　　　②　蓮華王院（三十三間堂）本堂　　　③　妙喜庵待庵

④　慈照寺東求堂同仁斎　　　⑤　日光東照宮陽明門

問 ３　　　　 線 ⑶ に関連して、1619年に武家諸法度違反で改易された大名として、最も適当

なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 ウ

①　宇喜多秀家　　　②　福島正則　　　③　加藤清正　　　④　浅野長政

⑤　島津貴久

問 ４　　　　 線 ⑷ に関連して、次の史料は武家諸法度の一節である。その内容に関して述べ

た文として、最も適当なものを、下の選択肢の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 

 エ

一 、大名 小
しょう

名
みょう

、在
ざい

江戸交
こうたい

替、相
あい

定
さだむ

ル所也。毎
まいとし

歳夏四月中参勤致
いた

スベシ。従者ノ員
いん

数
ずう

近
ちか

来
ごろ

甚
はなは

ダ多シ、且
かつ

ハ国
こくぐん

郡ノ 費
ついえ

、且ハ人民ノ 労
つかれ

也。 向
きょう

後
こう

其ノ相
そうおう

応ヲ以テ、之
これ

ヲ減

少スベシ。（中略）

一、私
わたくし

ノ関所、新
しんぽう

法ノ津
つ

留
どめ

、制
せいきん

禁ノ事。

一、五百石以上ノ船 停
ちょう

止
じ

ノ事。（中略）

　　寛永十二年六月廿一日

 （御触書寛保集成）

①　この法令で参勤交代が制度化された。

②　この法令に基づき大名は ３ 年に一度江戸の将軍に勤仕した。

③　この法令により大名は私設の関所や津留の設置を許可された。

④　この法令で五百石積以上の大船の建造が認められた。
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問 ５　　　　 線 ⑸ に関連して、幕政をになった三奉行について述べた文として、最も不適当

なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 オ

①　寺社奉行は、将軍直属で譜代大名から任命された。

②　勘定奉行と町奉行は、老中が支配し、旗本から任命された。

③　勘定奉行は、幕府の財政一般を担当し、諸大名の監察にもあたった。

④　町奉行は、江戸の町政などをになった。

問 ６　空欄 A に入る人名として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマー

クしなさい。 カ

①　松平信綱　　　②　池田光政　　　③　保科正之　　　④　松平容保

⑤　前田綱紀

問 ７　　　　 線 ⑹ に関連して、牢人の増加を抑制しようとした政策として、最も適当なもの

を、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 キ

①　末期養子の禁を緩和した。

②　大名の妻子を国元に帰国させた。

③　死去した主君のあとを追う殉死を禁じた。

④　生きものの保護を命じ、捨て子を禁止した。

問 ８　空欄 B に入る語として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマーク

しなさい。 ク

①　歌学方　　　②　大学頭　　　③　蛮書和解御用　　　④　僧録　　　⑤　天文方

問 ９　　　　 線 ⑺ に関連して、江戸時代の貨幣政策について述べた文として、最も不適当な

ものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 ケ

①　徳川家康は金座・銀座で慶長金銀をつくらせた。

②　徳川綱吉は荻原重秀の建議に基づき金貨・銀貨の改鋳を断行した。

③　田沼意次は金 ２ 朱として通用する南鐐二朱銀を発行した。

④　開国直後に大量の金が海外に流出したので、幕府は金貨の発行を断念した。

問10　　　　 線 ⑻ に関連して、三都における専門市場のうち、米が取引された場所として、最

も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 コ

①　日本橋　　　②　神田　　　③　堂島　　　④　雑喉場　　　⑤　天満
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問11　　　　 線 ⑼ に関連して、こうした仲間組織に対する幕府の政策について述べた文とし

て、最も不適当なものを １ つ選び、番号をマークしなさい。 サ

①　徳川吉宗は、商業を統制するために、商人や職人が株仲間をつくることを認めた。

②　田沼意次は運上や冥加による増収をはかって株仲間の結成を奨励した。

③　水野忠邦は物価高騰の原因は株仲間の流通独占にあるとし、解散を命じた。

④　株仲間の解散後、再興を求める動きはあったが、幕府は許可しなかった。

問1２　空欄 Ｃ に入る藩名として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマー

クしなさい。 シ

①　尾張藩　　　②　水戸藩　　　③　紀伊藩　　　④　越前藩　　　⑤　桑名藩

問1３　　　　 線 ⑽ に関連して、この時期の幕府の政治・外交について述べた文として、最も

不適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 ス

①　ペリー来航の一件を朝廷に報告し、諸大名・幕臣にも意見を求めた。

②　兵部省を新設して洋式兵制の導入をはかった。

③　松平慶永や島津斉彬らに協力を求めた。

④　江戸湾に台場を築き､ 外国船侵入に備えた。
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　 　　次の文を読んで、あとの問いに答えなさい。

　1868年 ３ 月、新政府は天皇が神々に誓う形で A を公布し、公議世論の尊重や開国和親

など国策の基本方針を示した。翌1869年、全国の藩に対して版
⑴
籍奉還を命じ、さらにその後、

廃藩置県を断行した。また、富国強兵をめざして殖
⑵
産興業を推進した。

　新政府は発足とともに朝鮮に国交樹立を求め、1876年に日朝修好条規を結んで開国させた。

これ以後、朝鮮国内では親日派とそれに対抗する勢力が対立し、1882年には B が起こっ

た。その結果、朝鮮は親清政権へと転換したため、1884年には親日派の独立党がクーデターを

企てる事件が起きた。このクーデターは失敗に終わったが、日清両国軍が出動する事態となり、

日本は清国との衝突回避のため天津条約を締結した。しかし、1894年には日清戦争が勃発し、

翌年日本が勝利した。下
⑶
関条約が結ばれ、清国は朝鮮が独立国であることを承認した。この条

約は東アジア進出をめざすロシアを刺激し、三国干渉を引き起こした。日本政府がそれを受諾

すると、ロシアに対する敵意が高まり、軍備の拡張が進められた。1904年、ついに日
⑷
露戦争が

始まった。日本は日露戦争の勝利で満州における権益を獲得し、さらに韓国併合をおこなった。

　大正期に入り第 ３次桂太郎内閣が組閣されると、藩閥や軍部に対する国民の不満が爆発し、立

憲政友会の Ｃ と立憲国民党の犬養毅を中心に政党勢力や都市民衆による「閥族打破・憲

政擁護」を掲げる第一次護憲運動へと発展した。続いて関東大震災直後の D 事件によっ

て第 ２次山本権兵衛内閣が倒れ、枢密院議長であった清浦奎吾が、陸相・海相を除く全閣僚を

貴族院から選んで組閣すると、３政党からなる護憲三派が超然内閣であるとして、第二次護憲

運動を起こした。清浦内閣は総選挙に挑んだが、護憲三派に敗れて総辞職し、第 １党となった

E の総裁加藤高明が ３党の連立内閣を組織した。以後、五・一五事件で犬養毅内閣が倒

れるまで、いわゆる「憲政の常道」が続いた。

　この間、世界ではニューヨークの株価の暴落を機に、世界恐慌が発生した。世界恐慌からの

脱出をめざして、日本は金本位制度を停止し管理通貨制度へと移行した。為替相場が円安になっ

たことから輸出が拡大し、軍事費などの財政支出の拡大とあわせて景気が回復した。また、重

化学工業分野では新
⑸
興財閥もあらわれ、軍と結びついて急成長した。1936年に二・二六事件が

起こると、軍部の政治介入は露骨になり、広
⑹
田弘毅内閣以降は、短命の内閣が続いた。そのな

かで1937年に誕生した第 １次近衛文麿内閣は、軍部だけでなく一般民衆にも広く支持されたが、

内閣成立直後に日中両軍の衝突事件が起き、全面的な日
⑺
中戦争へと発展した。

Ⅲ



−　−12

　その後、世界では第二次世界大戦が勃発し、1941年には、日本がアメリカ・イギリスに宣戦

布告した。1945年に第二次世界大戦が終結し、冷戦体制が形成されると、アメリカは日本の占

領政策を転換して、東アジアにおける主要友好国に位置づけようとした。1948年には、GHQは

日本経済を自立させるために経
⑻

済安定九原則の実行を指令した。1950年代に入ると、朝鮮戦争

による特需景気が生じて不況から脱出し、1955～57年には世界的な好況を背景に F とい

われる好況となり、高度経済成長期へとつづくことになった。

問 1　空欄 A に入る語として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマーク

しなさい。 ア

①　政体書　　　②　大教宣布の詔　　　③　五箇条の誓文　　　④　一世一元の制

⑤　漸次立憲政体樹立の詔

問 ２　　　　 線 ⑴ に関連して、版籍奉還について述べた文として、最も不適当なものを、次

の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 イ

①　薩摩・長州・土佐・肥前の ４ 藩主が朝廷に版籍奉還を願い、他の藩主もこれにならっ

た。

②　政府は旧来の藩主を知藩事に任命したため、藩は実質的に存続することになった。

③　知藩事には石高にかえて年貢収入の10分の １ の家禄が与えられた。

④　藩主と藩士との主従関係が撤廃され、藩主は士族に、藩士は平民となった。

問 ３　　　　 線 ⑵ に関連して、殖産興業の内容について述べた文として、最も不適当なもの

を、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 ウ

①　前島密の立案により官営の郵便制度が発足した。

②　北海道の開発のために開拓使を設置し、屯田兵制度を設けた。

③　フランスの技術を導入した富岡製糸場など、官営模範工場が各地に設立された。

④　政府は新貨条例を制定すると同時に、兌換銀行券の発行を開始した。

問 ４　空欄 B に入る語として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマーク

しなさい。 エ

①　甲午農民戦争　　　②　甲申事変　　　③　北清事変　　　④　江華島事件

⑤　壬午軍乱
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問 ５　　　　 線 ⑶ に関連して、下関条約とその締結後の状況について述べた文として、最も

不適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 オ

①　条約締結において日本側の全権は伊藤博文・陸奥宗光であった。

②　清国は台湾および遼東半島・山東半島を日本に割譲すると定められた。

③　ロシアは三国干渉で清に返還された遼東半島の旅順と大連を租借した。

④　台湾総督に任命された樺山資紀は、軍事力で抗日抵抗運動の弾圧をおこなった。

問 ６　　　　 線 ⑷ に関連して、日露戦争にいたるまでの政党の動向及び政党と政権との関係

について年代の早い順に並べた場合、３ 番目に当たるものを選び、番号をマークしなさい。

 カ

①　進歩党と藩閥が提携し、第 ２ 次松方正義内閣が成立した。

②　憲政党が結成され、第 １ 次大隈重信内閣が成立した。　

③　治安警察法により、社会民主党が結成直後に結社禁止となった。

④　黒田清隆首相が、内閣は政党に制約されないとする超然主義を表明した。

⑤　伊藤博文を総裁とする立憲政友会が結成された。　　

問 ７　空欄 Ｃ に入る人名として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマー

クしなさい。 キ

①　尾崎行雄　　　②　吉野作造　　　③　美濃部達吉　　　④　上原勇作

⑤　高橋是清

問 ８　空欄 D に入る語として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマーク

しなさい。 ク

①　虎の門　　　②　満州某重大　　　③　日比谷焼打ち　　　④　昭和電工

⑤　ジーメンス

問 ９　空欄 E に入る語として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマーク

しなさい。 ケ

①　憲政会　　　②　進歩党　　　③　立憲同志会　　　④　革新俱楽部

⑤　立憲民政党

問10　　　　 線 ⑸ に関連して、鮎川義介らが結成し、満州にも進出したコンツェルンとして、

最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマークしなさい。 コ

①　日窒　　　②　安田　　　③　住友　　　④　理研　　　⑤　日産
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問11　　　　 線 ⑹ に関連して、次の史料は、この内閣の時に結ばれた協定の一部である。こ

の史料と関連事項について述べた文として最も不適当なものを、下の選択肢の中から １ つ

選び、番号をマークしなさい。 サ

大日本帝国政府 及
および

G 国政府ハ、共産「インターナショナル」（所
いわゆる

謂「コミン

テルン」）ノ目的カ、其
そ

ノ執
と

リ得ル有ラユル手段ニ依
よ

ル既存国家ノ破壊及暴圧ニ在
あ

ルコ

トヲ認メ、共産「インターナショナル」ノ諸国ノ国内関係ニ対スル干渉ヲ看
かん

過
か

スルコ

トハ、其ノ国内ノ安
あんねい

寧及社会ノ福祉ヲ危
き

殆
たい

ナラシムルノミナラス、世界平和全般ヲ 脅
おびやか

スモノナルコトヲ確信シ、共産主義的破壊ニ対スル防衛ノ為
ため

協力センコトヲ欲シ、左

ノ通リ協定セリ

 （日本外交年表竝主要文書）

①　史料中の G は「独逸」（ドイツ）である。

②　この協定には、翌年イタリアも参加した。

③　この協定は、ソ連を中心とする国際共産主義への対抗を掲げた。

④　 G はこの協定の趣旨に反する条約をソ連と結んだため、広田内閣は総辞職した。
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問1２　　　　 線 ⑺ に関連して、次の地図中のⓐ～ⓓは日中戦争前後に起こった事件に関係す

る都市を示したものである。その説明として、最も不適当なものを、下の選択肢の中から

１ つ選び、番号をマークしなさい。 シ

①　ⓐは北京の郊外で、日中戦争の契機となる事件が発生した。

②　ⓑは西安で、第 ２ 次国共合作の契機となる事件が起こった。

③　ⓒは南京で、汪兆銘が新国民政府を樹立した。

④　ⓓは重慶で、国民政府の首都が移転して置かれた。

ⓑ
ⓒ

ⓓ

ⓐ
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問1３　　　　 線 ⑻ に関連して、翌年に直接税中心主義や累進所得税制などの大幅な税制勧告

をおこなったアメリカの財政学者として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号

をマークしなさい。 ス

①　ハル　　　②　ドッジ　　　③　タフト　　　④　シャウプ　　　⑤　マーシャル

問1４　空欄 F に入る語として、最も適当なものを、次の中から １ つ選び、番号をマーク

しなさい。 セ

①　神武景気　　　②　岩戸景気　　　③　いざなぎ景気　　　④　オリンピック景気

⑤　バブル経済


